キンゾク　スイソカブツ　ケイセイ　二　オヨボス　タンソ　ノ　エイキョウ by ハラダ, シュウジ et al.
Osaka University












原 田 ì'ιロh 
工 字 ↑専 士








昭和 58 年 3 月 17 日




























よく判ってはいな p。本研究は面心立方の Ni と Fe-Ni合金の水素吸収量が固溶炭素によって顕著に
増すのに対して， Pdでは逆に減少するのを発見した事に端を発している。これは水素吸収に対する侵
入型合金元素の影響を示した最初の研究であると共に，水素の入り易さが周りの格子歪みや侵入原子
聞の弾性的相互作用によって支配されるのではなくて 母格子及び侵入原子の電子状態に強く依存す
る事を示した点で重要で、ある。以上の知見を定量的に解析する為に炭素の有無による水素吸収量の変
化の定量，メスバウア分光， x線回折，示差走査熱分析を行い，局所的な電子状態，格子歪み結合エ
ネルギ一等を測定した。一方，理論的に金属中の水素の状態を格子歪みエネルギー，や電子配置によ
って決まる結合エネルギーで記述し 測定結果を利用して炭素の影響を評価した計算の結果は全体の
傾向をよく説明し，実験と半定量的に良い一致を示した。この研究により，金属中の水素の状態が良
く理解され，固溶炭素の影響もほぼ説明され，また水素貯蔵用材料の開発に新しい考え方を加えたと
える。よって博士論文として価値あるものと認められる。
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